ワンポイント英会話 (令和４年・10/17,18,19)

B：Hello everyone, how are you?
高山市役所の森です。ワンポイント英会話の時間です。
海外戦略課の職員がローテーションで様々な英会話をご紹介します。
今日も海外戦略課で勤務している国際交流員のエリザベスさんと一緒に勉強したいと思います。
エリザベスさん、よろしくお願いします。
A：よろしくお願いします！
B：今週のテーマは「果物を使った慣用表現」です。エリザベスさん、秋の果物といえば何をイメージしますか？
A：そうですね。残念ながらカリフォルニア州の気候は結構乾燥しているので、秋の果物がありませんが、アメリカの東海岸ならリンゴとクランベリーが有名です。アメリカではアップル・パイとクランベリージュースとしてよく食べられています。
それでは、果物を使った表現を学びましょう！

A：今日のキーフレーズは・・・
　　～間をあける～
When life gives you lemons, make lemonade.  
～間をあける～
これは「たとえ困難なことが起こったとしても、その状況を逆手にとってうまく活かそう」という英語表現です。
B：続いてキーフレーズを使った会話をご紹介します。
B：How was your weekend, Elizabeth?

　（エリザベスさん、週末はどうでしたか？）
A：Not great, to be honest. I spilled soy sauce on my clothes.
 　（正直に言えば、大変でした。服に醤油をこぼしてしまいました。）

B：Oh, that’s unfortunate. When life gives you lemons, make lemonade.
　（大変でしたね。たとえ困難なことが起こったとしても、その状況を逆手にとってうまく活かしましょう。）
A：Thanks. I think I will try to dye my shirt to cover up the stain.
        (ありがとうございます。シミを隠すように着たシャツを絞り染めにします。)
B：今日のキーフレーズ、「When life gives you lemons, make lemonade」は「たとえ困難なことが起こったとしても、その状況を逆手にとってうまく活かしましょう」という意味ですね。
A : そうです！これはアメリカの有名なことわざで、私も子供のころによく聞いていました。直訳すると「人生が君にレモンを与えるなら、レモネードを作ればいい」と言います。ここでのレモンは人生の中の辛いこととや困難なことを表しています。レモンをレモネードというおいしい飲み物に変えることは辛いことをよいことに変えることを意味しています。
B：なるほど、英語のことわざは面白いですね。
続いて、今日の会話に出てきた単語をいくつか練習してみましょう！
　A：soy sauce
    B：醤油 
　A：to dye
B：絞り染め
A：stain
B：シミ
Ｂ：いざという時に使えるよう日頃から学びましょう。
なお、ワンポイント英会話は高山市のHPでも音声と原稿をご確認いただけます。
また、海外戦略課の公式FB及びインスタグラム、Visit Hida Takayama Officialでは高山で輝いている人へのインタビューなどを英語で紹介しています。
英語の学習にもなるかと思いますのでぜひご覧ください。

それではまた次回まで、、、See you next time!
